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１ スケジュールの確認をする

 履修登録スケジュール ������������ 3、4

2 用語・科目・注意点の確認をする

 用語の説明 ����������������� 5〜7

 履修登録で困ったときは ������������ 8

 自動登録履修科目一覧 ����������� 19〜25

 履修調整科目一覧 ������������� 26〜36

 他学部・他学科・他大学履修 ��������� 37〜39

3
年間計画の作成をする
①今年度履修する前期・後期・通年・集中科目を決定
②個人別時間割表へ時間割番号、科目名を記入

 個人別時間割表（本人控え） ��������� 42、43

履修登録とは、自らが1年間に勉強しようと考えている科目を登録する手続きです。履修登録の手続きを行わない
と、授業や試験を受けることができません。
必要事項を確認のうえ、目標実現に向け、よく考えて履修する科目の【年間計画】を決めてください。

履修登録の流れ

・情報処理教室等PCの基本操作 ��������������������������� 40

・大学付与メールアドレスについて�������������������������� 44

▶︎学生便覧の学部事項を読んでから

用意するもの

・オリエンテーション資料（1年）
・ガイダンス資料（2年生以上）
・学生便覧　
・シラバス　
・授業時間割表
・履修登録ガイド　等

計　画

※「学生便覧」「シラバス」「授業時間割表」「履修登録ガイド」は、
　   学生情報ウェブサイト meimo  からも閲覧可能です。

4月

4 統合ポータルサイトへログインする

 学務システムへのアクセス ����������� 9

 学務システム利用時の注意事項 ��������� 10

5 年間計画の登録をする

 学務システムへ年間計画を登録 ������� 11〜14

 抽選結果の確認方法（抽選科目登録者のみ） ���� 15

6 履修登録の結果を確認する

 履修登録の結果の確認方法 ����������� 16

履修登録完了

7 コースメンバー登録をする

 WebClassにアクセス・履修内容を登録 ����� 17

8 コースメンバー登録の結果を確認する

 WebClassに登録した内容を確認 �������� 18

コースメンバー登録完了

１ 後期（9月）履修科目変更登録をする
科目の追加と削除はそれぞれ12単位まで※薬学部は対象外

 履修登録スケジュール、注意点 ��������� 4

2 後期履修登録結果の確認をする

 履修登録後の確認方法 ����������� 15、16

履修登録
用意するもの

・個人別時間割表
・履修登録ガイド

▶︎ここからは統合ポータルサイトへ

▶︎履修計画に変更が生じた場合

▶︎ここからはWebClassへ

コースメンバー登録
用意するもの

・個人別時間割表
・履修登録ガイド

学務
システム

Web
Class

4月

4月

9月
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第 １ 期
４ 月 1日（土）～ 6日（木）

１年次 ２年次以上
全学部 経営・経済 法・都市・人間・外国語 理工・農・情報工 薬

登
録
可
能
科
目

①所属学部学科授業科目 優先  5日（水）・6日（木）8:00〜21:30
　※薬学部は①所属学部学科授業科目
　　　　　　②自動履修登録科目のみ登録可

4 月 1 日（土）・2 日（日）15:00 〜 21:30
4 月 3 日（月）・4 日（火）   8:00 〜 15:00

4 月 1 日（土）・2 日（日）  8:00 〜 15:00
4 月 3 日（月）・4 日（火） 15:00 〜 21:30 ②自動履修登録科目

③履修調整科目

④他学部科目（副専攻対象科目含む）

⑤他学科科目（副専攻対象科目含む） ※経営・経済学部のみ登録可

⑥教職課程・学芸員課程科目

第 ２ 期
４ 月 10 日（月）～11日（火）

１年次 ２年次以上
全学部 経営・経済 法・都市・人間・外国語 理工・農・情報工 薬

登
録
可
能
科
目

①所属学部学科授業科目
期間中終日（8:00〜21:30）

期間中終日（8:00〜21:30）
②自動履修登録科目
③履修調整科目（第1期で定員が未充足の科目のみ）

④他学部科目（副専攻対象科目のみ）
⑤他学科科目（副専攻対象科目のみ） ※経営・経済学部のみ登録可 ※他学部他学科履修は経営・経済学部間のみ登録可

⑥教職課程・学芸員課程科目

第 ３ 期
４ 月 13 日（木）

１年次 ２年次以上
全学部 経営・経済 法・都市・人間・外国語 理工・農・情報工 薬

登
録
可
能
科
目

①所属学部学科授業科目
期間中終日（8:00〜21:30） 期間中終日（8:00〜21:30）

②自動履修登録科目
④他学部科目 ※他学部他学科履修は経営・

　経済学部間のみ登録可⑤他学科科目 ※経営・経済学部のみ登録可
⑥教職課程・学芸員課程科目

確　認　日：第2期期間中
確認方法：学務システムの履修登録画面にて　P.15参照

抽選科目
結果確認

確　認　日：第3期期間中
確認方法：学務システムの履修登録画面にて　P.15参照

抽選科目
結果確認

履修登録結果確認
確　認　日：4月18日（火）
確認方法：学務システムから「履修登録科目確認通知書」をダウンロード　P.16参照

履修登録エラーが疑われるときは…
期　　間：4月18日（火）・19日（水）　9:00〜17:00
手続場所：学務センター窓口(各学部、教職・学芸員）、薬学部事務室、ナゴヤドーム前キャンパス事務室（各学部窓口）
注　意　点：システム上のエラーが対象。自己都合の修正は一切不可。

確　認　日：4月21日（金）以降
確認方法：学務システムより「履修登録科目確認通知書」　をダウンロード

履修登録エラー
修正結果確認

履修登録エラー
修正申請

１. １年間分（前期・後期・通年・集中科目）を登録。
２. 履修調整科目・他学部・他学科開講科目は第１期に必ず履修登録。
3. 履修登録の確認は①学務システム上の履修登録画面、②履修登録科目確認通知書 の両方が必要。
4. WebClassへの登録は履修登録（第１期〜第3期）と同時に行う。

【後期履修科目変更】 ※薬学部は対象外

１. 科目の「追加」と「削除」それぞれ １２ 単位までの変更。
２. 自動履修登録科目、履修調整科目、他学部・他学科開講科目は変更不可。
3. 前期に履修した科目と同じ名称の科目は登録不可。（許可された科目は除く）
4. 変更方法、手続場所等の詳細は、決定次第掲示板・学務システムで公表。
5. WebClass への登録は不要。

全学部・全学年

9 月 5 日（火）・6 日（水）
8:00 〜 21:30

後期履修登録結果確認
確　認　日：9 月 12 日（火）
確認方法：学務システムより「履修登録確認通知表」をダウンロード

抽 選

抽 選

抽 選

抽 選

履修登録スケジュール ［各日］8：00〜21：30
優先  学務システムの混雑を避けるため、優先時間を設

けています。なるべく学部・学年ごとに設けられ
た時間に履修登録を行ってください。

〈
注
意
点
〉

〈
注
意
点
〉

優
先

優
先

抽 選

抽 選
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（1）科目について

自身が所属する学部学科が開講している科目です。
配当学年等を確認して登録してください。

所属学部学科授業科目の内、必ず履修しなくてはいけない科目です。
大学で事前に登録を行うため、履修登録画面には「登録済科目」として表示されます。
取消・変更はできません。ただし、下級履修・再履修の場合は除きます。
履修登録が自動履修登録科目のみの場合も、Web履修登録画面で【確認】と【申請】を必ず行ってください。

※当選した科目は自動的に履修登録されます。ただし、登録された科目の取消・変更はできませんので、他の
履修希望科目と曜日・時限が重複していないか、よく確認したうえで登録をしてください。

所属学部学科授業科目の内、履修者の定員を設けている科目です。

・r　

自身が所属する学部以外の学部が開講する科目の内、他学部生が履修可能な科目です。
全学部2年次生以上が履修できます。

自身が所属する学科以外の同学部他学科が開講する科目の内、他学科生が履修可能な科目です。
理工・農学部の学生については、履修できるのは2年次生以上です。

自身の専門分野以外に、別の分野を学び視野を広げるために、他学部や他学科の専門教育課程を副専攻として
修得するものです。

教職課程・学芸員課程の履修希望登録を行った学生が履修可能な科目です。

抽選科目

副専攻対象科目 対象科目は他学部他学科一覧表の  行を参照

② 自動履修登録科目 科目一覧はP.19参照

所属学部学科授業科目

履修調整科目 科目一覧はP.26〜P.36参照

他学部開講科目 対象科目一覧・履修条件（受入れ定員等）はP.37参照

他学科開講科目 対象科目一覧・履修条件（受入れ定員等）はP.38参照

用語の説明
（2）履修登録関連

学生生活に必要な情報を収めた冊子です。入学後に必ず一通り目を通してください。また、1年次に配付したも
のを最終年次まで使用します。

［掲載内容］：教務事項、教職課程・学芸員課程、学部事項、校舎配置図　等

今年度開講される授業科目の情報を収めたものです。履修登録をするうえで重要な事項をまとめていますので、
十分理解をして履修登録の参考に活用してください。

［掲載内容］：授業の概要と目的、到達目標、授業計画、成績評価方法、テキスト、参考文献等

どの曜日・時限にどの科目が開講されているかを示すスケジュール表です。
学部・学科・教職課程・学芸員課程ごとに別紙になっています。
また、時間割番号は各講義に振られた6桁の番号で、講義を特定するために用いられます。授業時間割表の他、
学務システム、WebClassでも使用されます。

学生の皆さんがよく使用する名城大学の様々なコンテンツにアクセスするための入口です。
主なコンテンツ：学務システム、WebClass、Google Mail、図書館システム、教室利用状況表示 等

学生生活に必要な情報を提供するウェブサイトのことです。履修登録もこのサイトから行います。
これ以外にも、シラバス閲覧や教員別オフィスアワー、授業の出欠確認、休講・補講情報などのお知らせ
など、大学からの重要な情報を掲載しています。毎日確認してください。

取得方法はP.16参照

履修登録結果を確認する資料（PDFファイル）です。

取得方法はP.16参照

定期試験結果を確認する資料（PDFファイル）です。
この表で、現在までの成績やGPAを確認できます。なお、GPAについて詳しくは学生便覧で確認して
ください。

学生の相談等に応じるために各教員が研究室にいる時間（帯）や教員への連絡方法・連絡先を掲載してい
ます。

学生便覧

シラバス（授業計画書）Web版

授業時間割表および時間割番号

学務システム

試験成績一覧表

オフィスアワー

履修登録科目確認通知書

meimo

meimo

meimo

統合ポータルサイト meimo

meimo ：meimoから閲覧可能

自動履修登録科目 科目一覧はP.19参照

教職課程・学芸員課程科目
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履修登録の相談はいつ、どこでできますか？

・場　所　所属学部窓口（教職課程・学芸員課程科目については教職センター）
・時　間　履修登録期間［各日：9:30〜17:00］
　　　　　 （土・日および新入生オリエンテーション実施日：4/4・4/5※を除く）
・持ち物　「個人別時間割表」「試験成績一覧表」　　　　　　※学部によって異なります

履修登録操作中に終了時刻（21：30）を過ぎてしまった場合、そのまま登録できますか？

21：30以降、データ保守・他システム連携のため操作不能になり強制的にログアウトします。
登録中の内容が失われますので、必ず21：30までに登録を終えてください。なお、登録が失わ
れたことによる損失について大学は補償しません。

統合ポータルサイトに入るための、ユーザー名とパスワードはどこで確認できますか？

■ユーザー名 � 学籍番号（9桁）
■パスワード � 「学籍番号等通知書」に記載があるもの

パソコンを所持していない場合、スマートフォンでも履修登録は可能ですか？

パソコンでの登録を推奨していますが、スマートフォンでも履修登録が可能です。次ページ以降、
本ガイドではパソコンによる操作方法を説明しますが、スマートフォンでも操作性は同じです。
また、各キャンパスの以下の場所では、パソコンによる履修登録が可能です。
※スマートフォンで履修登録をする場合、iOSならばSafari、AndroidならばChromeのアプリを使用してく

ださい。
　Yahoo!JAPANやGoogleアプリは使用しないでください。

パスワードを忘れた場合の再発行場所

● タワー75　6階　情報センター ヘルプデスク窓口（天白）
● タワー75　3階　学務センター ⑧番教務窓口（天白）
● 薬学部事務室（八事）
● ナゴヤドーム前キャンパス事務室　
　 学生支援・庶務窓口（ナゴヤドーム前）
● 南館　5階　準備室（ナゴヤドーム前）

●タワー75　 6・7階　情報処理教室（天白）
●共通講義棟東　5階　情報処理教室（天白）
●八事新1号館　6階　マルチメディア教室（八事）
●八事新3号館　4階　マルチメディア教室Ⅱ（八事）
●南館　5階　コンピュータ教室（ナゴヤドーム前）

履修登録で困ったときは

授業の教材配布等に用いられる授業支援システムのウェブサイトのことです。
新型コロナウイルス感染症の影響下では、遠隔授業（対面授業との併用も含む）の大半はこのウェブサイト
上で行われます。

WebClass内における授業の枠組みのことです。
コースが作成されている授業はコース内で教材配布等が行われる可能性があります。
新型コロナウイルス感染症の影響下では、対面授業・遠隔授業に関わらず、大半の授業がWebClass上
でコースが作成されます（対面授業のコース作成は感染拡大により遠隔授業へ変更になる場合に備えた
もの）。

WebClass内における履修登録のことです。
コースで配布されている教材等はコースメンバー登録をしないと閲覧等ができません。
新型コロナウイルス感染症の影響下では、前期履修登録期間中のみ、自身でコースメンバー登録をする
必要があります。なお前期の履修登録期間後および後期は、学務システムの履修登録状況に基づき、大
学で反映します。

WebClass

コースメンバー登録

コース

※「学生便覧」「シラバス」「授業時間割表」「履修登録ガイド」は、
　   学生情報ウェブサイト meimo  からも閲覧可能です。

 87



履
修
登
録
の
流
れ

履
修
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

用
語
の
説
明

履
修
登
録
で
困
っ
た
と
き
は

学
務
シ
ス
テ
ム
へ
年
間
計
画
を
登
録

Ｗｅ
ｂ
Ｃ
ｌａｓｓ
に
ア
ク
セ
ス
・
履
修
内
容
を
登
録

履
修
登
録
の
流
れ

履
修
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

用
語
の
説
明

履
修
登
録
で
困
っ
た
と
き
は

学
務
シ
ス
テ
ム
へ
年
間
計
画
を
登
録

Ｗｅ
ｂ
Ｃ
ｌａｓｓ
に
ア
ク
セ
ス
・
履
修
内
容
を
登
録

学務システムへは、学内だけでなくインターネットがつながる環境であれば統合ポータルサイト経由でアクセス
できます。
※以降のページは推奨しているパソコンによる操作方法を説明しますが、スマートフォンでも操作性は同じです。

学務システムに、あまりにもアクセスが集中した場合、以下の図のような画面が表示される場合があります。
このような場合は、アクセス数が減るまで学務システムにアクセスすることができません。

1. meimoの表示

2. 統合ポータルサイト入口

4. 統合ポータルサイト

[ 名城大学統合ポータルサイト ] にログイン完了。
[ 学務システム ] をクリック。

5. 学務システム

画面が表示される。

3. 名城大学シングルサインオン認証

“シングルサインオン（SSO）認証”画面が表示
されるので、ユーザー名とパスワードを入力し
て、ログインをクリックする（情報処理教室 PC
ログイン時と同一です）。

・ユーザー名
学籍番号（9桁）

・パスワード
 「学籍番号等通知書」
に記載があるもの。
入力後、[ログイン]をク
リックする。

学務システムへのアクセス 学務システム利用時の注意事項

※学務システム上で何もしない状態が20分続
くと自動的にアクセスが遮断されますので
ご注意ください。

「統合ポータルサイト」を
クリックする。

アクセス集中を防ぐために注意すべきこと

学務システムアクセス前
年間計画をしっかり立てる 
短時間で年間計画を登録し、すぐログアウトする必要があります。
予め、しっかりと年間計画を立てましょう。

個人別時間割表に年間計画を記入する
年間計画を立てるだけではスムーズに登録できません。
本ガイドの個人別時間割表に時間割番号と科目名を記入して、短時間で登録完了するために備えましょう。

学務システムアクセス中
複数の端末でアクセスしない 
パソコン、タブレット、スマートフォン等の端末で、「年間計画の登録用の端末」と「シラバス閲覧用の端末」と複数の端末を
使い分けず、必ずひとつの端末で登録してください。
複数の端末を同時に使用すると、アクセス集中の要因となります。
シラバスに限っては、統合ポータルサイトを経由せず、学生情報ウェブサイト meimo  等から直接閲覧する方法もあります
が、画面内に以下のヘッダーがあるものは、学務システムの一部であるため、注意してください。

　　

学務システムアクセス終了時（年間計画登録後）
必ずログアウトする 
年間計画登録後、ブラウザやブラウザ内のタブを閉じる前に、必ず以下のログアウトボタンを押してログインセッションを終了
してください。
ログアウトせずに閉じると、しばらくログインセッションが継続され、アクセス集中の要因となります。
他の学生の履修登録に支障を来たすため、終了する場合、必ずログアウトしてください。

　　

※この画面はあくまで構築中の
ものになるため、変更になる可
能性があります。

「学務システム」や
「WebClass（P.17参
照）」はこちらからク
リックする。
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621192
教育演習
名城 太郎
DS404

114101
経営学
名城 太郎
S-203

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

651107
教育入門
八事 春子
DS302

222516
海外NGO論
学部 あき
N-206

他学部

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

履
修
登
録
の
流
れ

履
修
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

用
語
の
説
明

履
修
登
録
で
困
っ
た
と
き
は

学
務
シ
ス
テ
ム
へ
年
間
計
画
を
登
録

Ｗｅ
ｂ
Ｃ
ｌａｓｓ
に
ア
ク
セ
ス
・
履
修
内
容
を
登
録

履
修
登
録
の
流
れ

履
修
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

用
語
の
説
明

履
修
登
録
で
困
っ
た
と
き
は

学
務
シ
ス
テ
ム
へ
年
間
計
画
を
登
録

Ｗｅ
ｂ
Ｃ
ｌａｓｓ
に
ア
ク
セ
ス
・
履
修
内
容
を
登
録

1　「履修登録」を選択する

　　トップページから履修登録画面へ移ります。

2　安否確認用メールアドレスを登録する・学生アンケートに回答する

　  履修登録を行う前の安否確認用メールアドレスの登録・学生アンケートの回答は必須です。

3　「履修登録を行う」を選択する

　　履修を希望する講義を選択する画面へ移ります。

安否確認用メールアドレスとは？
　本学では、大規模災害等の発生時に学生の安否確認を迅速かつ確実に実施するため、「安否確認システム（ANPIC）」を導入し
ており、メールで安否確認を行います。
　「大学付与メールアドレス」（P.44 参照）が既に登録されているため、ここではそれ以外のスマートフォンや携帯電話等で利用
しているメールアドレスを正しく回答してください。入力されたメールアドレスは大学で「安否確認システム」に登録をします。
※ LINE との連携も可能です。詳細は meimo の「4. 生活・健康・防災」⑤安否確認システムを確認してください。

STEP1　履修登録をはじめる

ログアウト

ログアウト

未

ログアウト

未

※経営学科2年次生、都市情報学部3年次生は、この画面でのコース登録が必須。

「済」になっているか確認！
状況が「済」になっていないと 

ログアウト

未

 が押せません。

学務システムへ年間計画を登録

① 履修登録状況を示しています。黄色で表示されている部分が、現在の履修登録状況です。
　 自分が今どの状態なのかを常に確認しながら履修登録に臨み、登録完了まで進める必要があります。

② 前期・後期の切り替えを行えます。

③ 集中講義・他学部他学科の講義を履修したい場合に選択します。

④ 時間割番号を示しています。

⑤ 自分が登録できる講義の単位数の上限（Ⓐ）と選択中の講義の合計単位数（Ⓑ）を確認することができます。

 （ブックアイコン・灰色）の科目は、削除・変更することはできません。 
事前に大学側で登録した自動履修登録科目や抽選科目で当選した科目です。

科目を登録すると （鉛筆アイコン）が （ブックアイコン・紫色）に変更されます。
ただし、この状態ではまだ仮の登録であり、最後まで操作を続けて履修登録を完了さ
せる必要があります。

抽選科目を登録すると （ブックアイコン・紫色）の横に 抽 選 が表示されます。

他学部他学科科目を登録すると （ブックアイコン・紫色）の横に 他学部 他学科
が表示されます。

アイコン説明

■履修登録画面の説明■履修登録画面の説明

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

651107
教育入門
八事 春子
DS302

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

222516
海外NGO論
学部 あき
N-206

他学部
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STEP2　講義を選択する

1　登録したい曜日・時限の  を選択する

 履修を希望する講義がある曜日・時限を選択していきます。

※ 他学部講義選択  を押すと、他学部講義選択画面が出てきます。
「講義を追加する」ボタンを押し、検索画面から講義を探してください。

※ 教職課程の科目は、教職課程履修者のみ登録できます。期限までに教職履修費を納めていない場合、登録は無効となります。

2　登録したい講義を選択する

　  講義選択画面から履修を希望する講義を選択します。

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

P

20XX

名城　三郎

八事　名子

名古屋 竜太

シラバスを見ることができます

登録した講義の履修を取り消
したい時は、このチェックを外
して

P

20XX

名城　三郎

八事　名子

名古屋 竜太

 をクリック
します

P

20XX

名城　三郎

八事　名子

名古屋 竜太

1　「入力内容を確認する」を選択する

　  登録した講義が画面上に反映されているか確認して

20XX年 後期20XX年 前期

ログアウト

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

114101
経営学
名城 太郎
S-203

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

651107
教育入門
八事 春子
DS302

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

を選択します。

20XX年 後期20XX年 前期

ログアウト

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

114101
経営学
名城 太郎
S-203

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

651107
教育入門
八事 春子
DS302

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

STEP3　履修内容を登録する

2　最終確認後、 登録を完了する

　  再度、登録内容の最終確認を行い、 　　　　　　  を選択します。

3　登録完了を確認する

４　履修登録した内容がメッセージに届いているかを確認する

この作業まで終えたら履修の登録は完了です。
前期のみ、WebClassへの登録作業（P.17参照）に続きます。

20XX年 後期20XX年 前期

ログアウト

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

114101
経営学
名城 太郎
S-203

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

651107
教育入門
八事 春子
DS302

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

※授業時間割・担当教員等が変更される場合があります。変更内容は、掲示板・学務システムにて周知します。
※履修登録者が5名以下の場合、閉講することがあります。なお、閉講の場合、その分の追加履修を認めることがあります。

20XX年 後期20XX年 前期

ログアウト

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

114101
経営学
名城 太郎
S-203

111551
情報リテラシー1
愛知 夏男
I-702

抽 選

651107
教育入門
八事 春子
DS302

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

ログアウト

　  再度、登録内容の最終確認を行い、 　　　　　　  を選択します。この内容を登録する

1413
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【当選の場合】
履修登録画面に申請科目が表示されています。
当選の場合、履修を変更できないよう  が   に
変更されます。

【落選の場合】
申請科目が画面から消えています。

111004
生涯体育
塩釜 一郎
DS302

112122
実践英語2
天白 三郎
DS302

621192
教育演習
名城 太郎
DS404

111172
国文学1
愛知 夏男
DS302

111551
情報リテラシー1
名城 花子
I-702

抽 選 222516
海外NGO論
名城 太郎
N-206

他学部

222516
商業経済論
塩釜 まい
N-300

他学部

232717
証券市場論2
八事 あいこ
DS302

232163
英語 6
圦中 四郎
S-502

232404
専門ゼミナール1
名古屋 二郎
T-704

ログアウト

20XX年 前期 20XX年 後期

　　　233
英語

抽選結果の確認方法（抽選科目登録者のみ）
抽選科目結果確認日以降、当落を確認できます。 ■「履修登録科目確認通知書」「試験成績一覧表」の確認方法

履修登録発表後に、PDFファイルをダウンロードして確認する方法です。

1　「PDFダウンロード」を選択する

2　確認したい年度・学期の  を選択する

ログアウト

履修登録の結果の確認方法

木曜日 金曜日

 1615
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WebClassにアクセス・履修内容を登録
■WebClassで参加するコース（履修登録した科目）を選択し
　メンバーになる（前期履修登録期間中のみ）
1　WebClassへアクセスする

P.9を参照して、統合ポータルサイトから［WebClass］を選択します。

2　コースを検索できるようにする
「コースの追加」を選択します。

3　時間割番号でコースを検索する
学務システムで履修登録した講義の時間割番号を用いてコースを検索し、選択します。

4　コースメンバー登録をする
　　　　　を選択し、登録完了。
後期・後期集中を除く全ての履修登録講義をコースメンバー登録する必要があります。

コースのない講義や時間割番号で検索できない講義も一部ありますので、
これらの講義については学務システムのメッセージ等でお知らせします。

201703

教育演習

教育演習

法学部

教育演習

法学部

WebClassに登録した内容を確認
1　個別のコースでコースメンバー登録の状況を確認する

前ページのコースメンバー登録後、その講義のコースが表示されます。

2　全体のコースメンバー登録の状況を確認する
WebClassのTOP画面に時間割表が表示されます。

〈コースメンバー登録の状況を確認しなければいけない時期〉
以下の時期にコースメンバー登録の状況を確認してください。

確認する時期 確認する内容
前期履修登録期間中（第1期・第2期・第3期） 前期分：自身で履修登録した状況と一致しているか
前期履修登録期間後（4/21〜） 前期分：確定した履修登録の状況と一致しているか
後期履修科目変更期間後（9/12〜） 後期分：変更後の履修登録の状況と一致しているか

※前期分には前期・通年・前期集中・集中の講義を、後期分には後期・通年・後期集中・集中の講義を含みます。
※時間割番号で検索しても出てこないコースは4/21、9/12に反映が間に合わない可能性があります。
※前期履修登録期間後・後期履修科目変更期間後には大学で履修登録結果をWebClassに反映させます。反映後は自身でコー

スメンバー登録を行うことができません。

WebClassのTOP画面に戻るには、
「WebClass」を選択します。

WebClassでの出席の申請や受講の仕方等については、右のQRコードより、
大学公式Webサイト内にある「WebClass利用マニュアル（学生向け）」で
確認してください。
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自動履修登録科目一覧
【法学部】
再履修の場合は、各自で登録すること（語学・体育のみ対象）

［1年次］ 
（1）全学生�履修クラスは、「履修登録画面」または 「履修登録科目確認通知書（オリエンテーション配付）」で確認すること。

実践英語Ⅰ・Ⅱ 英語講読Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

基礎演習Ⅰ 生涯体育

法学入門 政治学入門

（2）国際法文化プログラム登録者のみ（申請後に反映）
特設科目Ｂ（法文化1） 特設科目Ｂ（法律英語1）　

［2年次］
（1）法専門・行政専門コース生のみ

応用演習Ⅰ　　　　　　　 応用演習Ⅱ　　　　　　　
特設科目B（教養演習）　

（2）国際法文化プログラム登録者のみ
特設科目B（法文化2）　　 特設科目B（法文化3）　　
特設科目B（法文化4）　　 特設科目B（法律英語2）　

［3・４年次］ 
（1）履修者のみ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅱ

（2）法専門・行政専門コース生のみ
特設科目B（法務演習Ⅰ） 特設科目B（法務演習Ⅱ）

（3）国際法文化プログラム登録者のみ
特設科目B（法律英語3）

※アジア法政プログラム登録者は、各年次2科目以上のプログラム科目を履修してください。
　対象科目は、学生便覧参照。

【経営学部】
［1年次］

英語（リーディング）Ⅰ・Ⅱ 英語（コミュニケーション）Ⅰ・Ⅱ
中国語入門Ⅰ・Ⅱ 中国語初級Ⅰ・Ⅱ
フランス語入門Ⅰ・Ⅱ フランス語初級Ⅰ・Ⅱ
ドイツ語入門Ⅰ・Ⅱ ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ
ハングル入門Ⅰ・Ⅱ ハングル初級Ⅰ・Ⅱ
日本語Ⅰ・Ⅱ 健康・スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
基礎ゼミナール 基本簿記　

［2年次以上］
基礎ゼミナール　 専門ゼミナールⅠ　
国際フィールドワーク（台湾）☆ 国際フィールドワーク（オーストラリア）☆
健康・スポーツ科学Ⅴ（スキューバ）☆ 健康・スポーツ科学Ⅴ（スキー）☆

☆事前に参加することが決定している学生のみ。

［3・４年次］
専門ゼミナールⅡ　 専門ゼミナールⅢ　

【経済学部】
［1年次］ 

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語Ⅲ（コミュニケーション） 英語Ⅳ（コミュニケーション）
中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ハングルⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
日本語Ⅰ・Ⅱ 健康・スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
ミクロ経済学入門 マクロ経済学入門
経済理論入門 現代資本主義入門
基礎ゼミナール　 社会フィールドワークⅠ　

（特Ⅱ）国際フィールドワーク （特Ⅰ）国際フィールドワーク調査特論

［2年次以上］
専門ゼミナールⅠ　※1 社会フィールドワークⅠ・Ⅱ　
健康・スポーツ科学Ⅴ

※1　令和4年度に実施したゼミナール募集で決定した場合のみ登録されます。

【農学部】
［1年次］ 
（1）必修科目すべて
（2）基軸科目

生命・食料・環境

（3）下表の英語、英会話（いずれか4つ）
英語基礎Ⅰ 英会話基礎Ⅰ
英語基礎Ⅱ 英会話基礎Ⅱ
英語初級Ⅰ 英会話初級Ⅰ
英語初級Ⅱ 英会話初級Ⅱ
英語中級Ⅰ 英会話中級Ⅰ
英語中級Ⅱ 英会話中級Ⅱ
英語上級Ⅰ 英会話上級Ⅰ
英語上級Ⅱ 英会話上級Ⅱ

（4）【情報科目】
情報機器の操作Ⅰ 情報機器の操作Ⅱ

（5）【体育科目】
健康・スポーツ科学Ⅰ 健康・スポーツ科学Ⅱ

（6）【生物環境科学科】
生物学実験 化学実験

ただし、（4）〜（6）同曜日時限の他の科目を履修することができます。希望する場合は、学務センター農学部窓口ま
で削除を申し出ること（申し出締切：4月12日（水）17:00）。

［2年次以上］ 
（1）英語、英会話（2015年度以降入学生）

①下表の英語、英会話（いずれか4つ）
英語基礎Ⅲ 英会話基礎Ⅲ
英語基礎Ⅳ 英会話基礎Ⅳ
英語初級Ⅲ 英会話初級Ⅲ
英語初級Ⅳ 英会話初級Ⅳ
英語中級Ⅲ 英会話中級Ⅲ
英語中級Ⅳ 英会話中級Ⅳ
英語上級Ⅲ 英会話上級Ⅲ
英語上級Ⅳ 英会話上級Ⅳ

②1年次に修得できなかった英語、英会話（5限開講）
③2年次に修得できなかった英語、英会話（5限開講）

※英語Ⅰと英会話Ⅲ（あるいは英語Ⅱと英会話Ⅳ）いずれも未修得の場合は、英語Ⅰ（あるいはⅡ）を優先的に自
動履修登録します。
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（2）【生物資源学科】
生命科学の技術（再履修）

（3）【応用生物化学科】
応用生物化学実験Ⅰ 応用生物化学実験Ⅱ
応用生物化学実験Ⅲ 応用生物化学実験Ⅳ

（4）【生物環境科学科】
環境化学基礎（再履修） 環境化学基礎演習（再履修）

ただし、同曜日時限の他の科目を履修することができます。希望する場合は、学務センター農学部窓口まで削除を申
し出ること（申し出締切：4月12日（水）17:00）。

［3年次以上］
（1）ゼミナールⅠ
（2）【生物資源学科】

作物学実験・園芸学実験・遺伝育種学実験・生物生産経営学演習・植物病理学実験・昆虫学実験の中から、自分の所属する研究
室が担当する実験・演習1科目
農場実習Ⅲ※ 農場実習Ⅳ※

※履修登録開始までに別途履修登録許可者を決定。

（3）【応用生物化学科】
応用生物化学実験Ⅴ 応用生物化学実験Ⅵ
応用生物化学実験Ⅶ

（4）【生物環境科学科】
生物環境科学実験　※1 農場実習（後期・金）※2

※1　ただし、同曜日時限の他の科目を履修することができます。希望する場合は、学務センター農学部窓口まで削除
を申し出ること（申し出締切：4月12日（水）17:00）。

※2　履修登録開始までに別途履修登録許可者を決定。
［４年次］

ゼミナールⅡ 卒業研究

【薬学部】
必修科目は全て自動登録されます。

［1年次］
英語初級Ⅰ―Ⅰ（リーディング） 英語初級Ⅰ―Ⅰ（コミュニケーション）
英語初級Ⅰ―Ⅱ（リーディング） 英語初級Ⅰ―Ⅱ（コミュニケーション）
英語初級Ⅱ―Ⅰ（リーディング） 英語初級Ⅱ―Ⅰ（コミュニケーション）
英語初級Ⅱ―Ⅱ（リーディング） 英語初級Ⅱ―Ⅱ（コミュニケーション）
英語中級Ⅰ（リーディング） 英語中級Ⅰ（コミュニケーション）
英語中級Ⅱ（リーディング） 英語中級Ⅱ（コミュニケーション）
人間と環境 教養演習Ⅰ（薬学生のスタディスキル）
教養演習Ⅱ（医療英語入門） コンピュータリテラシー
情報活用リテラシー 基礎化学演習
基礎生物演習 基礎物理演習
機能形態学Ⅰ演習

［2年次］ 
物理化学Ⅰ演習 物理化学Ⅱ演習
基礎有機化学演習 有機薬化学Ⅰ演習
機能形態学Ⅱ演習 機能形態学Ⅲ演習
生化学Ⅰ演習 生化学Ⅱ演習
生化学Ⅲ演習 薬学英語Ⅰ演習
医薬資源化学演習 微生物学演習
分子生物学Ⅰ演習 社会保障と医療経済演習
薬用植物と生薬演習 分析化学演習
応用演習1（機能形態学Ⅰ/Ⅱ） 応用演習2（生化学Ⅰ/Ⅱ）
応用演習3（物理化学Ⅰ/Ⅱ） 応用演習4（分析化学）
応用演習5（医薬資源化学/薬用植物と生薬） 応用演習6（基礎有機化学/有機薬化学Ⅰ）
応用演習7（機能形態学Ⅲ） 応用演習8（生化学Ⅲ）
健康・スポーツ科学Ⅳ

［3年次］ 
有機薬化学Ⅱ演習 有機薬化学Ⅲ演習
薬局方試験法演習 分子生物学Ⅱ演習
構造解析学演習 免疫学演習
薬物動態学Ⅰ演習 薬物動態学Ⅱ演習
薬の作用演習 製剤学Ⅰ演習
製剤学Ⅱ演習 感染予防学演習
公衆衛生学演習 衛生化学Ⅰ演習
薬理・病態Ⅰ演習 薬理・病態Ⅱ演習
身体変化のメカニズム演習 異常値のメカニズム演習
薬剤学演習 環境科学演習
医療法規演習 応用演習9（薬局方試験法/構造解析学）
応用演習10（分子生物学Ⅰ/Ⅱ） 応用演習11（微生物学/免疫学）
応用演習12（異常値/身体変化のメカニズム） 応用演習13（有機薬化学Ⅱ/Ⅲ）
応用演習14（環境科学/公衆衛生学） 応用演習15（薬の作用/薬理・病態Ⅰ）
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応用演習16（薬物動態学Ⅰ/Ⅱ） 応用演習17（製剤学Ⅰ/Ⅱ）

［４年次］
薬学英語Ⅱ演習 生物有機化学演習
衛生化学Ⅱ演習 薬理・病態Ⅲ演習
薬理・病態Ⅳ演習 薬理・病態Ⅴ演習
薬理・病態Ⅵ演習 医薬品情報学演習
製剤設計学演習 応用演習18（生物有機化学/製剤設計学）
応用演習19（衛生化学Ⅰ/Ⅱ） 応用演習20（薬理・病態Ⅵ/感染予防学）
応用演習21（薬剤学/医薬品情報学） 応用演習22（薬理・病態Ⅱ/Ⅲ）
応用演習23（薬理・病態Ⅴ/Ⅵ）

［５年次］
医療を知る 救命救急・院内感染予防
セルフケア・介護 臨床栄養療法学
医薬品開発論 運動療法
多職種連携 医療英語コミュニケーション
発展キャリア形成1（物理・分析系） 発展キャリア形成2（化学系）
発展キャリア形成3（生物系） 発展キャリア形成4（衛生系）
発展キャリア形成5（薬理病態系） 発展キャリア形成6（薬剤製剤系）
発展キャリア形成7（プロフェッショナリズム） 薬学卒業演習Ⅰ
薬学卒業応用演習Ⅰ

［６年次］
医療の最前線 薬剤師の専門性
薬学卒業演習Ⅱ 薬学卒業応用演習Ⅱ

【都市情報学部】
［1年次］

英語基礎Ⅰ（リーディング） 英語基礎Ⅱ（リーディング）
英語基礎Ⅰ（コミュニケーション 英語基礎Ⅱ（コミュニケーション）
英語初級Ⅰ―Ⅰ（リーディング） 英語初級Ⅰ―Ⅱ（リーディング）
英語初級Ⅰ―Ⅰ（コミュニケーション） 英語初級Ⅰ―Ⅱ（コミュニケーション）
英語初級Ⅱ―Ⅰ（リーディング） 英語初級Ⅱ―Ⅱ（リーディング）
英語初級Ⅱ―Ⅰ（コミュニケーション） 英語初級Ⅱ―Ⅱ（コミュニケーション）
都市情報学概論Ⅰ 都市情報学概論Ⅱ
都市学英語Ⅰ 都市学英語Ⅱ
コンピュータ演習Ⅰ（リテラシー） コンピュータ演習Ⅱ（基礎プログラミング）

［2年次］
情報管理の基礎 情報管理の応用
情報処理の基礎 情報処理の応用
コンピュータ演習Ⅲ（オペレーティングシステム） コンピュータ演習Ⅳ（応用プログラミング）

［3・４年次］
ゼミナール　

【人間学部】
［1年次］必修科目◎は、再履修者も自動登録されます。

現代に生きる 英語基礎Ⅰ（リーディング）◎
英語基礎Ⅱ（リスニング）◎ 英語初級Ⅰ-Ⅰ（リーディング）◎
英語初級Ⅰ-Ⅱ（リスニング）◎ キャリア形成論◎
人間学総論◎ 心理学概論◎
社会学概論◎ 国際コミュニケーション概論◎
基礎ゼミナール◎

［2年次］ 必修科目◎は、再履修者も自動登録されます。
英語初級Ⅱ-Ⅰ（リーディング）◎ 英語初級Ⅱ-Ⅱ（リスニング）◎
英語中級Ⅰ（リーディング）◎ 英語中級Ⅱ（リスニング）◎
文献講読Ａ◎ フィールドワーク※1
心理学実験演習※1 心理学統計法※1

※1　「フィールドワーク」、「心理学実験演習」、「心理学統計法」は、履修登録期間前に事前申請が必要な科目です。
履修希望者は、ガイダンス資料の案内に従って申請をしてください。申請後の選考結果に基づき、自動登録さ
れます。選考結果は学務システムにて確認してください。

［3年次］必修科目◎は、再履修者も自動登録されます。
基幹ゼミナール◎ 心理演習※2

※2　「心理演習」は、履修登録期間前に事前申請が必要な科目です。履修希望者は、ガイダンス資料の案内に従って申
請をしてください。申請後の選考結果に基づき、自動登録されます。選考結果は、学務システムにて確認してく
ださい。

 ［４年次］
卒業研究ゼミナール◎※3 心理実習※4

※3　履修登録科目が「卒業研究ゼミナール」のみの場合も、履修登録画面で正しく登録されていることを確認し、【登
録完了】まで進んでください。

※4　心理実習参加者のみ自動登録されます。
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【外国語学部】
下記の科目は、自動的にクラス分けをし履修登録されます。
必修科目であっても、下記以外の科目は自分で責任を持って履修登録すること。
※履修登録期間を過ぎてから申し出があっても、履修登録は受け付けられません。

 ［1年次］再履修者も含む
英語コミュニケーションⅠ（基礎1） 英語コミュニケーションⅡ（基礎2）
英語リーディングⅠ（基礎1） 英語リーディングⅡ（基礎2）
英語ライティングⅠ（基礎1） 英語ライティングⅡ（基礎2）
英語ディスカッションⅠ（基礎1） 英語ディスカッションⅡ（基礎2）
基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ
情報社会と倫理

［2年次］再履修者も含む
英語コミュニケーションⅢ（応用1） 英語コミュニケーションⅣ（応用2）
英語リーディングⅢ（応用1） 英語リーディングⅣ（応用2）
英語ライティングⅢ（応用1） 英語ライティングⅣ（応用2）
英語ディスカッションⅢ（応用1） 英語ディスカッションⅣ（応用2）
中国語入門Ⅰ・中国語入門Ⅱ 中国語初級Ⅰ・中国語初級Ⅱ
韓国語入門Ⅰ・韓国語入門Ⅱ 韓国語初級Ⅰ・韓国語初級Ⅱ
フランス語入門Ⅰ・フランス語入門Ⅱ フランス語初級Ⅰ・フランス語初級Ⅱ
スペイン語入門Ⅰ・スペイン語入門Ⅱ スペイン語初級Ⅰ・スペイン語初級Ⅱ

［3年次］再履修者も含む
英語コミュニケーションⅤ（発展）
英語リーディングⅤ（発展） 英語ライティングⅤ（発展）
パブリック・スピーキング ディベート
ゼミナールⅠ　※配属決定済み ゼミナールⅡ　※配属決定済み

［４年次］自動的にクラス分けを行います
ゼミナールⅢ　※配属決定済み ゼミナールⅣ　※配属決定済み

【法学部】
・【国際法文化プログラム】【アジア法政プログラム】（2016年度以降入学生対象）の抽選科目については、プログラム

選択者が優先されます。
授業科目名 配当年次 開講学科 定員 開講クラス数 総定員数

英会話Ⅰ 1 法 30 6 180
英会話Ⅱ 1 法 30 6 180
情報リテラシーⅠ 1 法 40 8 320
基礎演習Ⅱ 1 法 15 9 135
教養特設科目B （論理的表現法） 1 法 30 1 30
特設科目A （実践法教育） 1 法 30 1 30
情報リテラシーⅡ 2 法 40 7 280
応用演習Ⅰ【コース生以外】 2 法 15 8 120
応用演習Ⅱ【コース生以外】 2 法 15 10 150
教養特設科目B （実践英語特別） 2 法 20 2 40
特設科目B （法文化2）【国際法文化プログラム】 2 法 20 1 20
特設科目B （法文化3）【国際法文化プログラム】 2 法 20 1 20
特設科目B （法文化4）【国際法文化プログラム】 2 法 20 1 20
特設科目B （法律英語2） 2 法 20 1 20
特設科目B （韓国法文化）【アジア法政プログラム】 2 法 20 1 20
社会学Ⅱ 2 法 82 2 164
教養特設科目B（海外研修） 2 法 14 1 14
特設科目B （法律英語3）【国際法文化プログラム】 3 法 20 1 20
特設科目B （法律中国語5）【アジア法政プログラム】 3 法 20 1 20
特設科目B （法律中国語6）【アジア法政プログラム】 3 法 20 1 20
外国語文献講読（英語） 3 法 30 2 60
外国語文献講読（中国語） 3 法 30 1 30

履修調整科目一覧
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【経営学部】
経営学科：営、国際経営学科：国

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 開講学科 定員 クラス数 総定員数
情報処理実習 1 前 月1/月2/月3 営・国 各68 6 408
プログラミング実習 1 後 月1/月2/月3 営・国 各68 6 408

英語（リーディング）Ⅲ 2〈注※〉 前 月4/火3/木3/
金3 営 各35 4 140

英語（リーディング）Ⅳ 2〈注※〉 後 月4/火3/木3/
金3 営 各35 4 140

英語（コミュニケーション）中級Ⅰ 2〈注※〉 前 月1/水3/木3 営 各35 3 105
英語（コミュニケーション）中級Ⅱ 2〈注※〉 後 月1/水3/木3 営 各35 3 105
(特)英語（コミュニケーション）上級Ⅰ 3 前 木3 営・国 20 1 20
(特)英語（コミュニケーション）上級Ⅱ 3 後 木3 営・国 20 1 20
英語実践演習Ⅰ（西野） 2 前 月3・木2 営・国 30 1 30
英語実践演習Ⅰ（石塚） 2 前 月3・金5 営・国 30 1 30
英語実践演習Ⅱ（石塚） 2 後 月3・金5 営・国 30 1 30
英語実践演習Ⅰ（杉浦） 2 前 火1・木2 営・国 30 1 30
英語実践演習Ⅱ（杉浦） 2 後 火1・木2 営・国 30 1 30
健康・スポーツ科学Ⅲ（フットサル）
※10名未満の場合は「バドミントン」に種目変更となります。

2 前 水3 営・国 40 1 40

健康・スポーツ科学Ⅲ（卓球） 2 前 水4 営・国 40 1 40
健康・スポーツ科学Ⅳ（サッカー）
※20名未満の場合は「卓球」に種目変更となります。

2 後 水3 営・国 50 1 50

健康・スポーツ科学Ⅳ（バドミントン） 2 後 水4 営・国 40 1 40
英語実践演習Ⅲ 3 前 火3・木1 営・国 30 1 30
英語実践演習Ⅳ 3 後 火3・木1 営・国 30 1 30
英語特別演習Ⅰ 3 前 金・2 営・国 30 1 30
英語特別演習Ⅱ 3 後 金・2 営・国 30 1 30
システム設計Ⅰ 3 前 木2 営・国 80 1 80
システム設計Ⅱ 3 後 木2 営・国 80 1 80
(特Ⅰ)愛知県社会保険労務士会寄附講座 2 前 金2 営・国 75 1 75
経済データ実習 営3・国2 前 月1/火1/木1 営・国 各30 3 90
経営データ実習 営3・国2 後 月1/火1/木1 営・国 各35 3 105
プロダクト・デザイン実習 3 後 火1/火2 営 各20 2 40
経営シミュレーションⅠ・Ⅱ（※前後期同時登録） 3 前・後 火2 営・国 40 1 40

※国際経営学科はクラス指定がありますので、時間割表を確認してください。（履修調整なし）

【経済学部】
経済学科：済、産業社会学科：産

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 開講学科 定員
コンピュータリテラシー 1 前 火2 済・産 50
コンピュータリテラシー 1 前 火4 済・産 50
コンピュータリテラシー 1 前 木3 済・産 50
コンピュータリテラシー 1 前 木4 済・産 50
コンピュータリテラシー 1 前 金3 済・産 50
コンピュータリテラシー 1 前 金4 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 火2 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 火4 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 木3 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 木4 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 金3 済・産 50
情報活用リテラシー 1 後 金4 済・産 50
情報処理入門 2 前 月4 済・産 20
キャリア形成論 1 前 火4 済・産 40
教養演習Ⅰ（日本語表現） 1 前 木3 済・産 30
経済データ分析Ⅰ 2 前 月5 済・産 40
経済データ分析Ⅰ 2 前 火5 済・産 40
経済データ分析Ⅱ 2 後 月5 済・産 40
経済データ分析Ⅱ 2 後 火5 済・産 40
経営データ分析Ⅰ 2 前 水2 済・産 40
経営データ分析Ⅱ 2 後 水2 済・産 40
ビジネスプラン 3 後 火1 済・産 20
ビジネス英語Ⅰ 2 前 木1 済・産 30
ビジネス英語Ⅰ 2 前 木2 済・産 30
ビジネス英語Ⅱ 2 後 木1 済・産 30
ビジネス英語Ⅱ 2 後 木2 済・産 30

（特Ⅰ）近代古典英書研究 2 後 木2 済・産 20

【情報工学部】
［1年次］

・「人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ」と「社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ」は並列開講科目のため、いずれか一方のみ履修申請してください。
・「人文科学基礎Ⅰ」と「人文科学基礎Ⅱ」、「社会科学基礎Ⅰ」と「社会科学基礎Ⅱ」は同時申請科目です。
　Ⅰを申請すればⅡも同時に申請されます。ただし、いずれかを既に修得済の場合は、片方だけの申請も可能です。
　その場合は履修希望する授業科目の時間割番号のみチェックしてください。

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ
並列開講

科目

1 前・後 火1 各120 情報工学部・理工学部
（数学科・建築学科）で2 240

社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 火1 各120 情報工学部・理工学部
（数学科・建築学科）で3 360

生物学 1 後 土2 72 情報工学部・理工学部
（数学科除く）で1 72

理工学概論 1 前 金5 60 情報工学部・理工学部
（数学科除く）で1 60

※2年次以上の学生が「人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ」「社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ」を履修登録する場合は、月曜６時限の再履修クラ
スで履修申請してください。再履修クラスについては、履修調整科目ではありません。

［2年次］
・「アジア文化論Ⅰ・Ⅱ」と「欧米文化論Ⅰ・Ⅱ」は並列開講科目のため、いずれか一方のみ履修申請してください。
・「アジア文化論Ⅰ」と「アジア文化論Ⅱ」、「欧米文化論Ⅰ」と「欧米文化論Ⅱ」は同時申請科目です。
　Ⅰを申請すればⅡも同時に申請されます。ただし、いずれかを既に修得済の場合は、片方だけの申請も可能です。
　その場合は履修希望する授業科目の時間割番号のみチェックしてください。
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授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

アジア文化論Ⅰ・Ⅱ
並列開講

科目

2 前・後 金2 各120 情報工学部・理工学部（数
学科・電気電子工学科）で3 360

欧米文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 金2 各120 情報工学部・理工学部（数
学科・電気電子工学科）で2 240

生物学実験 2 前期集中 50 情報工学部・理工学部（数
学科除く）で1 50

地学Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 木4 100 情報工学部・理工学部（社
会基盤デザイン工学科）で1 100

地学実験Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 火5 36 情報工学部・理工学部（交
通機械工学科）で1 36

・以下の先進プロジェクトコース優先科目については、コース配属申込と同時に履修希望を受け付け、　3月中に抽選
結果を発表します。

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

研究開発リテラシー 2 前 金3 
金4 各70 2 140

アプリケーション開発 2 後 水1
水2 各70 2 140

PBL概論 2 後 火5
水5 各35 2 70

【理工学部】
・下記一覧表と同一名称科目でも、曜日時限によっては履修調整科目でないものもあります。

［1年次］
・「人文科学基礎Ⅰ」と「人文科学基礎Ⅱ」、「社会科学基礎Ⅰ」と「社会科学基礎Ⅱ」は同時申請科目です。Ⅰを申請

すればⅡも同時に申請されます。ただし、いずれかを既に修得済の場合は、片方だけの申請も可能です。その場合
は履修希望する授業科目の時間割番号のみチェックしてください。

「人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ」と「社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ」は並列開講科目のため、いずれか一方のみ履修申請してください。
・2年次以上の学生が「人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ」「社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ」を履修登録する場合は、月曜６時限の再履修クラ

スで履修申請してください。再履修クラスについては、履修調整科目ではありません。
授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ
並
列
開
講
科
目

1 前・後 火1 120 数学・建築・情報工学部で2 240
人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 水1 120 材料・応用・機械・交通で2 240
人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 水2 120 電気・メカトロ・社会・環境で2 240
社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 火1 120 数学・建築・情報工学部で3 360
社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 水1 120 材料・応用・機械・交通で3 360
社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ 1 前・後 水2 120 電気・メカトロ・社会・環境で3 360
生物学 1 後 土2 72 理工学部（数学科除く）・情報工学部で1 72
理工学概論 1 前 金5 60 理工学部（数学科除く）・情報工学部で1 60

［2年次］
・「アジア文化論Ⅰ」と「アジア文化論Ⅱ」、「欧米文化論Ⅰ」と「欧米文化論Ⅱ」は同時申請科目です。Ⅰを申請すれ

ばⅡも同時に申請されます。
　「アジア文化論Ⅰ・Ⅱ」と「欧米文化論Ⅰ・Ⅱ」は並列開講科目のため、いずれか一方のみ履修申請してください。

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数
アジア文化論Ⅰ・Ⅱ

並
列
開
講
科
目

2 前・後 木1 120 メカトロ・社会・環境・建築で2 240
アジア文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 木2 120 材料・応用・機械・交通で2 240
アジア文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 金2 120 数学・電気・情報工学部で3 360
欧米文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 木1 120 メカトロ・社会・環境・建築で2 240
欧米文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 木2 120 材料・応用・機械・交通で2 240
欧米文化論Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 金2 120 数学・電気・情報工学部で2 240
生物学実験 2 前期集中 50 理工学部（数学科除く）・情報工学部で1 50
地学Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 火5 100 材料・応用・機械・メカトロ・建築で1 100
地学Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 水5 100 電気・交通で1 100
地学Ⅰ・Ⅱ 2 前・後 木4 100 社会・情報工学部で1 100

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

地学実験Ⅰ・Ⅱ 2(※） 前・後 月5 36 電気・材料・応用・機械・メカトロ・社会・
建築で1 36

地学実験Ⅰ・Ⅱ 2(※） 前・後 火5 36 情報・交通で1 36

※配当年次は学科によって異なりますので、注意してください。

 ［3年次］
・「国際関係論」、「文学」、「日本国憲法」は並列開講科目のため、いずれか一科目のみの申請しかできません。
   「国際経済論」と「心理学」は並列開講科目のため、いずれか一科目のみの申請しかできません。
・前期集中科目の「日本国憲法」は履修調整科目ではありません。

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数
国際関係論

並
列
開
講
科
目

3 前 火2 120 数学・材料・応用・社会・環境・建築で1 120
国際関係論 3 後 火2 120 情報・電気・機械・交通・メカトロで1 120
文学 3 前 火2 120 数学・材料・応用・社会・環境・建築で1 120
文学 3 後 火2 120 情報・電気・機械・交通・メカトロで1 120
日本国憲法 3 前 火2 120 数学・材料・応用・社会・環境・建築で2 240
日本国憲法 3 後 火2 120 情報・電気・機械・交通・メカトロで2 240
国際経済論 3 前 火2 120 数学・材料・応用・社会・環境・建築で1 120
国際経済論 3 後 火2 120 情報・電気・機械・交通・メカトロで1 120
心理学 3 後 火2 120 数学・材料・応用・社会・環境・建築で2 240
心理学 3 前 火2 120 情報・電気・機械・交通・メカトロで2 240
職業指導論 3 前 土2 50 理工学部（数学科除く）で1 50
情報工学実験Ⅲ 3 前 水1.2 65 情報で1 65
情報工学実験Ⅲ 3 前 水3.4 65 情報で1 65
ハードウェア記述言語 3 後 火3 80 情報で1 80
信号伝送論 3 後 水4 120 情報で1 120
数値解析 3 後 火1 90 情報で1 90
交通機設計 3 後 金3.4 65 交通で1 65
CAE 3 後 金3.4 65 交通で1 65

【農学部】
教養教育部門

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数
心理学 1 前期 木3 60 1 60
日本語学 1 前期 木4 65 1 65
日本語学 1 後期 木4 65 1 65
メディアリテラシー 1 前期 木4 180 1 200
地球と宇宙 1 前期 木4 200 1 200
物質の成り立ち 1 後期 木3 200 1 200

情報機器の操作Ⅰ（生物資源学科） 1 前期 水2 Aクラス: 68
Bクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅰ（応用生物化学科） 1 前期 水3 Cクラス: 68
Dクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅰ（生物環境科学科） 1 前期 水1 Eクラス: 68
Fクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅱ（生物資源学科） 1 後期 水2 Aクラス: 68
Bクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅱ（応用生物化学科） 1 後期 水1 Cクラス: 68
Dクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅱ（生物環境科学科） 1 後期 水3 Eクラス: 68
Fクラス: 68 2 136

情報機器の操作Ⅲ 2 前期 水4 68 1 68
中国語Ⅰ 1 前期 木5 30 1 30

※情報機器の操作Ⅰ・Ⅱについて、1年次は自動履修登録です。抽選対象ではありません。
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授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員 開講クラス数 総定員数

物理学実験 2 前期集中 － 60 1 60
地学実験 2 前期集中 － 36 1 36
農学特別講義Ⅱ 1 前期集中 － 60 1 60
生物環境科学特別講義Ⅱ（生物環境科学科） 2 後期 木2 30 1 30
果樹生産・加工品学 3 前期 木2 90 1 90
農場実習（応用生物化学科） 1

集中 － 60 1 60
農場実習（生物環境科学科） 1
情報科学（生物資源学科） 2 後期 金4 82 1 82
情報科学（応用生物化学科） 2 前期 水4 82 1 82
情報科学（生物環境科学科） 3 後期 金3 82 1 82
食品加工実習（応用生物化学科） 2 前期集中 － 30 2 60

【都市情報学部】
授業科目名 （種目） 配当年次 開講期 曜日時限 定員

健康・スポーツ科学Ⅰ バドミントン 1 前期 月3 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ フットサル 1 前期 月3 26 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ バドミントン 1 前期 月4 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ フットサル 1 前期 月4 26 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ バレーボール 1 前期 火1 40 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ バスケットボール 1 前期 火2 36 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ バドミントン 1 前期 火3 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ 卓球 1 前期 火3 32 ※1

健康・スポーツ科学Ⅰ 卓球 1 前期 火4 32 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ バドミントン 1 後期 月3 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ フットサル 1 後期 月3 26 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ バドミントン 1 後期 月4 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ フットサル 1 後期 月4 26 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ バレーボール 1 後期 火1 40 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ バスケットボール 1 後期 火2 36 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ 卓球 1 後期 火3 32 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ バドミントン 1 後期 火3 44 ※1

健康・スポーツ科学Ⅱ 卓球 1 後期 火4 32 ※1

教養演習
1 前期 水3 60
1 前期 水4 60

数学の基礎A-Ⅰ 1 前期 月1 159
数学の基礎A-Ⅱ 1 後期 月1 159
都市と人間 1 前期 金3 271
データ分析と確率 2 前期 月2 159
データ分析と統計 2 後期 月2 159
キャリアアップ講座Ⅰ 2 前期 火2 271
キャリアアップ講座Ⅱ 2 後期 火2 271
情報と基礎解析 3 前期 火2 50
情報と応用解析 3 後期 火2 50
コンピュータ演習Ⅴ（プレゼンテーション） 2 前期 月2 50
コンピュータ演習Ⅵ（データベース） 2 前期 火3 50
コンピュータ総合演習Ⅰ 2 前期 金3・4 40
コンピュータ総合演習Ⅱ 2 後期 金3・4 40
図形と情報処理（対面） 3 後期 木2 27 ※2

フィールド調査の方法 2 後期集中 木曜・土曜※3 81

※1　定員数は人間学部との合計人数となります
※2　抽選に漏れた場合は「図形と情報処理(遠隔)」へ振り替えられます
※3　実施日については時間割表で確認してください

【人間学部】
教養教育部門

授業科目名 配当年次 開講期 曜日 時限 定員
健康・スポーツ科学Ⅰ（バドミントン）（冨岡） 1 前 月 3限 44※
健康・スポーツ科学Ⅰ（フットサル）（千葉） 1 前 月 3限 26※
健康・スポーツ科学Ⅰ（バドミントン）（冨岡） 1 前 月 4限 44※
健康・スポーツ科学Ⅰ（フットサル）（千葉） 1 前 月 4限 26※
物質の成り立ち（岡本） 1 前 月 4限 200
生命の多様性（横山） 1 前 月 5限 150
健康・スポーツ科学Ⅰ（バレーボール）（黒田） 1 前 火 1限 40※
健康・スポーツ科学Ⅰ（バスケットボール）（黒田） 1 前 火 2限 36※
文化人類学の世界（山口） 1 前 火 2限 200
健康・スポーツ科学Ⅰ（バドミントン）（黒田） 1 前 火 3限 44※
健康・スポーツ科学Ⅰ（卓球）（尾川） 1 前 火 3限 32※
コンピュータリテラシー（丹羽） 1 前 火 3限 50
健康・スポーツ科学Ⅰ（卓球）（尾川） 1 前 火 4限 32※
コンピュータリテラシー（丹羽） 1 前 火 4限 50
人間とデザイン（水尾） 1 前 水 3限 100
教養演習（山田） 1 前 水 4限 30
都市と人間（水尾） 1 前 水 4限 200
情報処理入門（丹羽） 2 前 木 3限 50
情報処理入門（丹羽） 2 前 木 4限 50
情報社会と倫理（秋月） 1 前 金 2限 50
歴史と文化（武内） 1 前 金 2限 136
コンピュータリテラシー（秋月） 1 前 金 3限 50
コンピュータリテラシー（秋月） 1 前 金 4限 50
日本国憲法（蜂須賀） 1 前 金 4限 140
哲学（小林） 1 前 金 4限 165
健康・スポーツ科学Ⅱ（バドミントン）（冨岡） 1 後 月 3限 44※
健康・スポーツ科学Ⅱ（フットサル）（千葉） 1 後 月 3限 26※
健康・スポーツ科学Ⅱ（バドミントン）（冨岡） 1 後 月 4限 44※
健康・スポーツ科学Ⅱ（フットサル）（千葉） 1 後 月 4限 26※
ジェンダーと社会（髙橋） 1 後 火 3限 165
健康・スポーツ科学Ⅱ（バレーボール）（黒田） 1 後 火 1限 40※
健康・スポーツ科学Ⅱ（バスケットボール）（黒田） 1 後 火 2限 36※
健康・スポーツ科学Ⅱ（バドミントン）（黒田） 1 後 火 3限 44※
健康・スポーツ科学Ⅱ（卓球）（尾川） 1 後 火 3限 32※
情報活用リテラシー（丹羽） 1 後 火 3限 50
健康・スポーツ科学Ⅱ（卓球）（尾川） 1 後 火 4限 32※
情報活用リテラシー（丹羽） 1 後 火 4限 36
人間とデザイン（水尾） 1 後 水 3限 100
教養演習（山田） 1 後 水 4限 30
欧米文化論（西村） 1 後 水 4限 150
生命の多様性（谷口） 1 後 木 2限 150
芸術文化論（玉垣） 1 後 月 3限 200
情報社会と倫理（秋月） 1 後 金 2限 50
ジェンダーと社会（石河） 1 後 金 2限 165
情報活用リテラシー（秋月） 1 後 金 3限 50
情報活用リテラシー（秋月） 1 後 金 4限 50

※「健康・スポーツ科学Ⅰ」と「健康・スポーツ科学Ⅱ」の定員は都市情報学部との合計人数となります。
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授業科目名 配当年次 開講期 曜日 時限 定員

学習社会論（笠井） 2 前 月 1限 150
ビジネス・コミュニケーション（WESTBY） 2 前 月 3限 40
日本文化史（伊藤） 2 前 月 3限 200
学校教育論（小幡） 2 前 月 3限 200
環境人間学（谷口） 1 前 月 4限 200
プレゼンテーション（THOMAS） 2 前 月 4限 40
西洋社会史（西村） 3 前 月 4限 150
国際文化論（加藤） 1 前 火 1限 200
発達心理学（大嶽） 1 前 火 1限 200
西洋文化史（大橋） 2 前 火 1限 150
ジャーナリズム論（飯尾） 2 前 火 1限 200
英語文化表現（BEECH） 3 前 火 1限 40
外国史（西村） 1 前 火 2限 150
生徒・進路指導論（大嶽） 1 前 火 2限 200
国際コミュニケーション（WESTBY） 2 前 火 2限 40
データ解析入門（和田） 2 前 金 3限 80
データ解析入門（西山） 2 前 金 1限 80
リスニング・コミュニケーションスキルⅡ（BEECH） 3 前 火 2限 50
生命倫理入門（金澤） 1 前 火 3限 200
英語圏文化研究（加藤） 2 前 火 3限 131
データ解析入門（和田） 2 前 火 3限 80
リーディング・ライティングスキルⅡ（WESTBY） 3 前 火 3限 50
比較文化論（山口） 3 前 火 3限 200
知覚・認知心理学（西山） 2 前 金 4限 88
海外研修（イギリス）（BEECH） 2 前 水 2限 20
地理学（稲垣） 2 前 水 2限 150
多文化社会論（岡戸） 3 前 水 2限 200
自然地理学（稲垣） 1 前 水 3限 150
感情・人格心理学（畑中） 1 前 水 3限 136
インテンシィブ・イングリッシュ（船田） 2 前 水 3限 40
地域研究（アメリカ）（谷口） 2 前 水 3限 75
道徳教育論（宮嶋） 2 前 水 3限 150
心理的アセスメント（幸） 2 前 水 3限 40
リスニング・コミュニケーションスキルⅢ（BEECH） 4 前 水 3限 50
感情・人格心理学（畑中） 1 前 水 4限 136
パラグラフ・ライティング（THOMAS） 2 前 水 4限 35
地誌学（稲垣） 2 前 水 4限 150
心理的アセスメント（幸） 2 前 水 4限 40
心理的アセスメント（幸） 2 前 水 5限 40
日本社会史（伊藤） 3 前 木 1限 150
知覚・認知心理学（神谷） 2 前 木 3限 88
学校教育相談（塩﨑） 2 前 金 1限 136
教育心理学（伊藤） 1 前 金 2限 136
産業・組織心理学（原田） 3 前 金 2限 200
パラグラフ・ライティング（MOORE） 2 前 金 3限 35
福祉心理学（志村） 2 前 金 3限 200
コミュニケーション論（岡戸） 1 前 金 4限 200
パラグラフ・ライティング（MOORE） 2 前 金 5限 35
教育行政論（笠井） 2 後 月 1限 150
言語文化論（船田） 1 後 月 3限 70
地域文化論（伊藤） 1 後 月 3限 150

授業科目名 配当年次 開講期 曜日 時限 定員
ビジネス・コミュニケーション（WESTBY） 2 後 月 3限 40
地域教育論（笠井） 3 後 月 3限 150
社会調査法（髙橋） 2 後 月 4限 50
イングリッシュ・コミュニケーション（WESTBY） 1 後 火 1限 40
社会福祉論（鎌田） 2 後 火 1限 200
海外体験入門（谷口） 1 後 火 2限 150
ボランティア入門（向井） 1 後 火 2限 200
フィールドワーク入門（加藤） 1 後 火 2限 200
リーディング・ライティングスキルⅠ（WESTBY） 2 後 火 2限 50
インテンシィブ・イングリッシュ（岡戸） 2 後 火 2限 40
教育・学校心理学（大嶽） 2 後 火 2限 150
異文化コミュニケーション（岡戸） 2 後 火 3限 150
心理学研究法（和田） 2 後 火 3限 70
リスニング・コミュニケーションスキルⅠ（BEECH） 2 後 水 1限 50
英語文学講読（一ノ谷） 2 後 水 2限 80
国際コミュニケーション（BEECH） 2 後 水 2限 40
障害者・障害児心理学（塩﨑） 2 後 水 2限 200
都市文明史（水尾） 3 後 水 2限 150
教育学概論（宮嶋） 1 後 水 3限 200
英語学（船田） 2 後 水 3限 80
インテンシィブ・イングリッシュ（一ノ谷） 2 後 水 3限 40
プレゼンテーション（THOMAS） 2 後 水 3限 40
健康・医療心理学（畑中） 2 後 水 3限 200
エッセイ・ライティング（BEECH） 3 後 水 3限 35
司法・犯罪心理学（原田） 3 後 水 3限 200
学習・言語心理学（西山） 2 後 水 1限 150
現代メディア論（堀川） 3 後 木 2限 200
リーディング・ライティングスキルⅢ（WESTBY） 4 後 木 2限 50
英語音声学（西尾） 1 後 金 1限 40
メディア・イングリッシュ（加藤） 2 後 金 1限 40
臨床心理学概論（塩﨑） 1 後 金 2限 150
環境人間学（谷口） 1 後 金 2限 200
心理学的支援法（志村） 2 後 金 2限 200
異文化理解（加藤） 2 後 金 3限 140
エッセイ・ライティング（MOORE） 3 後 金 5限 35
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【外国語学部】
［1年次　履修調整科目］

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員
コンピュータリテラシー 1 前期 木3 50
コンピュータリテラシー 1 前期 金1 50
コンピュータリテラシー 1 前期 金2 50
ウェブデザイン 1 後期 火1 50
ウェブデザイン 1 後期 木3 50
アカデミック・イングリッシュⅠ 1 前期 金4 30
アカデミック・イングリッシュⅠ 1 後期 水5 30
アカデミック・イングリッシュⅠ 1 後期 木1 30

［2・3年次　履修調整科目］
●第二外国語科目の履修方法
2年生の第二外国語科目は自動履修登録されます。　※前期：入門、後期：初級
再履修の場合も自動履修登録されます。　※前期：入門、後期：初級
留学予定者（2023年2月時点で申し込み済の者に限る）はWebClassに掲載の「2023年度の授業と履修に関する注意事
項」を確認してください。
2つ目の第二外国語を履修希望の場合は外国語学部事務室へお越しください。
※例：中国語入門・初級を修得後に韓国語入門を履修

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員
中国語入門Ⅰ[A]（趙　書心） 2 前期 金4

25
中国語入門Ⅱ[A]（豊田） 2 前期 火3
中国語入門Ⅰ[B]（豊田） 2 前期 金4

25
中国語入門Ⅱ[B]（趙　書心） 2 前期 火3
韓国語入門Ⅰ（金奈淑） 2 前期 金4

30
韓国語入門Ⅱ（呉） 2 前期 火3
フランス語入門Ⅰ（佐々木） 2 前期 金4

30
フランス語入門Ⅱ（安達） 2 前期 火4
スペイン語入門Ⅰ[A]（Bustos） 2 前期 金4

30
スペイン語入門Ⅱ[A]（伊藤） 2 前期 火3
スペイン語入門Ⅰ[B]（ロンセロス） 2 前期 金4

30
スペイン語入門Ⅱ[B]（伊藤） 2 前期 火4
インタラクティブ・イングリッシュⅠ（Minehane） 2 前期 火3 26
インタラクティブ・イングリッシュⅠ（Mejia） 2 前期 水5 26
インタラクティブ・イングリッシュⅠ（Minehane） 2 前期 水4 26
アカデミック・イングリッシュⅡ（Wicking） 2 前期 月4 30
アカデミック・イングリッシュⅡ（Wicking） 2 前期 火5 26
基礎演習Ⅲ（宮下） 2 前期 火2 24
基礎演習Ⅲ（岩井） 2 前期 水1 24
中国語初級Ⅰ[Ｃ]（趙　書心） 3 前期 金3

20
中国語初級Ⅱ[Ｃ]（西井） 3 前期 火2
韓国語初級Ⅰ（呉） 3 前期 金3

20
韓国語初級Ⅱ（呉） 3 前期 火2
フランス語初級Ⅰ（佐々木） 3 前期 金3

20
フランス語初級Ⅱ（安達） 3 前期 火2
スペイン語初級Ⅰ[Ａ]（Bustos） 3 前期 金3 20
スペイン語初級Ⅱ[Ａ]（伊藤） 3 前期 火2 20
メディア・イングリッシュⅠ（Rogers） 3 前期 月4 26
メディア・イングリッシュⅠ（Rogers） 3 前期 水2 26
ビジネス英語（Mejia） 3 前期 金4 30
英語プレゼンテーション（Praver） 3 前期 月2 20
英語プレゼンテーション（Fleur） 3 前期 火3 20
英語プレゼンテーション（Rogers） 3 前期 金2 20
基礎演習Ⅲ（萩藤） 2 前期 火2 20

授業科目名 配当年次 開講期 曜日時限 定員
文化人類学（津村） 2 後期 月3 60
心の科学（伊藤） 2 後期 火2 120
中国語入門Ⅰ[C]（趙　書心） 2 後期 金3

20
中国語入門Ⅱ[C]（豊田） 2 後期 火3
韓国語入門Ⅰ（金奈淑） 2 後期 金3

30
韓国語入門Ⅱ（呉） 2 後期 火2
フランス語入門Ⅰ（佐々木） 2 後期 金3

20
フランス語入門Ⅱ（安達） 2 後期 火2
スペイン語入門Ⅰ[C]（ロンセロス） 2 後期 金3

20
スペイン語入門Ⅱ[C]（伊藤） 2 後期 火3
中国語初級Ⅰ[Ａ]（趙　偵宇） 2 後期 金4

26
中国語初級Ⅱ[Ａ]（西井） 2 後期 火4
中国語初級Ⅰ[Ｂ]（西井） 2 後期 金4

26
中国語初級Ⅱ[Ｂ]（趙　偵宇） 2 後期 火4
韓国語初級Ⅰ（金奈淑） 2 後期 金4

30
韓国語初級Ⅱ（呉） 2 後期 火4
フランス語初級Ⅰ（佐々木） 2 後期 金4

30
フランス語初級Ⅱ（安達） 2 後期 火4
スペイン語初級Ⅰ[B]（Bustos） 2 後期 金4

30
スペイン語初級Ⅱ[B]（伊藤） 2 後期 火4
スペイン語初級Ⅰ[C]（ロンセロス） 2 後期 金4

30
スペイン語初級Ⅱ[C]（Bustos） 2 後期 火4
インタラクティブ・イングリッシュⅡ（Murray） 2 後期 火3 26
インタラクティブ・イングリッシュⅡ（Wicking） 2 後期 火5 26
インタラクティブ・イングリッシュⅡ（Murray） 2 後期 金1 26
基礎演習Ⅳ（宮下） 2 後期 水3 24
基礎演習Ⅳ（岩井） 2 後期 水1 24
メディア・イングリッシュⅡ（Praver） 3 後期 月2 26
メディア・イングリッシュⅡ（Praver） 3 後期 水2 26
英語通訳演習（畑上） 3 後期 集中 50
ヨーロッパの文学と社会（安達） 3 後期 金2 100
ビジネス英語（Mejia） 3 後期 金4 30
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他学部・他学科・他大学履修
１）他学部履修

学部/項目

所属学部での履修条件 受入側としての条件

卒業・進級に
認める単位数 卒業要件に入れる方法 進級要件に入れる方法

履修
上の
制限

年次
制限

科目
制限 受入人数制限 年次

制限

法学部 ２０単位まで

教養教育部門（２０１５年度以前の
入学生は総合基礎部門）は２０単
位、専門科目は１０単位を限度と
する。ただし、卒業要件として
認定する合計単位は、教養教育
部門（２０１５年度以前の入学生は
総合基礎部門）および専門科目
あわせて２０単位を限度とする。

教養教育部門（２０１５年度以前の
入学生は総合基礎部門）は２０単
位、専門科目は１０単位を限度と
する。ただし、卒業要件として
認定する合計単位は、教養教育
部門（２０１５年度以前の入学生は
総合基礎部門）および専門科目
あわせて２０単位を限度とする。

年
間
履
修
登
録
可
能
単
位
数
は
最
大
１０
単
位
と
す
る
履
修
登
録
制
限
数
に
含
め
る
。
※
１

２
年
次
よ
り
履
修
可
。
配
当
年
次
規
制
は
、
履
修
先
学
部
の
履
修
規
制
に
従
う
。
※
２

【
他
学
部
・
他
学
科
履
修
可
能
科
目
一
覧
】
を
参
照
。

１科目１５名

２
年
次
よ
り
履
修
受
入
可
能

経営学部
入学年度の「学
生便覧」を参照
すること。

選択科目として算入 １科目１５名

経済学部
入学年度の「学
生便覧」を参照
すること。

選択科目として算入 １科目１５名

情報工学部
「データサイエ
ン ス・AI入 門 」
の２単位のみ。

「データサイエンス・AI入門」の
み、卒業に必要な専門教育部門
における選択科目の単位として
認めます。

「データサイエンス・AI入門」の
み、進級に必要な専門教育部門
における選択科目の単位として
認めます。

①必修科目・選択必修科目
　１クラス５名

②選択科目　１クラス１０名

理工学部

学科により算入
条件が異なるの
で 入 学 年 度 の

「学生便覧」を参
照すること。

他学部の総合基礎科目は総合基
礎部門の選択科目へ、他学部の
専門科目は専門教育部門の選択
科目として卒業要件に入れる。

（詳細は入学年度の「学生便覧」
を参照すること）

他学部の総合基礎科目は総合基
礎部門の選択科目へ、他学部の
専門科目は専門教育部門の選択
科目として進級要件に入れる。

（詳細は入学年度の「学生便覧」
を参照すること）

他学科の申請と併せて
①必修科目・選択必修科目
１クラス５名
②選択科目　１クラス１０名
但し、学科合併開講クラス
で、①と②が重複する場合
は、１クラス１０名

ただし、建築学科開講科目
の一部を除く

農学部 １０単位まで

専門教育部門１０単位まで認定
し、卒業要件に入れる。
・他学部の「総合基礎部門」「教
養教育部門」または理工学部専
門教育部門の「理工学基礎」科
目を履修しても、卒業要件とし
て認定しません。

専門教育部門１０単位まで認定
し、進級要件に入れる。
・他学部の「総合基礎部門」「教
養教育部門」または理工学部専
門教育部門の「理工学基礎」科
目を履修しても、進級要件とし
て認定しません。

１科目５名

薬学部

単位認定は行い
ますが、卒業・
進級要件には含
まれません。

単位認定は行いますが、卒業判
定基準単位には含まれません。

単位認定は行いますが、進級要
件には含まれません。 なし

都市情報
学部 ２０単位まで

他学部の開講部門と同じ部門の
選択科目として認定し、教養教
育部門4単位、専門部門１6単位ま
で卒業要件に入れる。

他学部の開講部門と同じ部門の
選択科目として認定し、教養教
育部門4単位、専門部門１6単位ま
で進級要件に入れる。

１科目１０名

人間学部
他大学履修と
併せて２０単位
まで。

他学部の開講部門と同じ部門の
選択科目として認定し、教養教
育部門6単位、専門教育部門１4単
位まで卒業要件に入れる。

１科目５名

外国語学部 １０単位まで
外国語学部の選択科目、他学部、
他大学履修と併せて１０単位まで
卒業要件に参入する。

１科目１０名

●他学部・他学科履修によって修得した科目は、教員免許状取得に必要な科目として使えない可能性があります。
※1 ただし、情報工学部の理工学部開講科目は、この限りではない。
※2 情報工学部の「データサイエンス・AI入門」については、1年次より履修可。

科目一覧は以下のURLより確認してください。
URL:https://www.meijo-u.ac.jp/student_staff/

２）他学科履修

学部/項目

所属学部での履修条件 受入側としての条件

卒業・進級に
認める単位数

卒業要件に
入れる方法

進級要件に
入れる方法 履修上の制限 年次制限 科目

制限 受入人数制限 年次制限

法学部 
（２０１５年度以

前入学生）
３０単位まで

法学科：専門教育
科 目 の 自 由 選 択 
応用実務法学科：
専門教育科目の選
択として卒業要件
に入れる

法学科：専門教育
科 目 の 自 由 選 択 
応用実務法学科：
専門教育科目の選
択として進級要件
に入れる

履修登録制限数に
含める。
その内数ならば、
他学科履修登録単
位 数 は 制 限 は な
い。

１年次より履修
可
上級年次への履
修不可

【
他
学
部
・
他
学
科
履
修
可
能
科
目
一
覧
】
を
参
照

制限なし

１年次より履
修可
上級年次開講
科目の履修受
入不可

経営学部
入学年度の「学生
便覧」を参照する
こと

選択科目として算
入

履修登録制限数に
含める。その内数
ならば、他学科履
修登録単位数は制
限はない。

１年次より履修
可
上級年次への履
修不可

制限なし

１年次より履
修可
上級年次開講
科目の履修受
入不可

経済学部
入学年度の「学生
便覧」を参照する
こと

選択科目として算
入

履修登録制限数に
含める。その内数
ならば、他学科履
修登録単位数は制
限はない。

１年次より履修
可
上級年次への履
修不可

制限なし

１年次より履
修可
上級年次開講
科目の履修受
入不可

理工学部

学科により算入条
件が異なるため入
学年度の学生便覧
を参照すること。

専門教育部門の選
択科目として卒業
要件に入れる（詳
細 は 入 学 年 度 の

「学生便覧」を参照
すること）

専門教育部門の選
択科目として進級
要件に入れる（詳
細 は 入 学 年 度 の

「学生便覧」を参照
すること）

履修登録制限数に
含める。その内数
ならば、他学科履
修登録単位数は制
限はない。

２年次より履修
可 上 級 年 次 へ
の履修不可

他学部からの申
請と併せて
①必修科目・選択
必修科目
１クラス５名
②選択科目
１クラス１０名
但し、学科合併開
講クラスで、①と
②が重複する場
合は、１クラス１０
名　

ただし、建築学科
開講科目の一部
を除く

２年次より履
修可
上級年次開講
科目の履修受
入不可

農学部
他学科、他学部、他
大学履修と併せて
２０単位まで

専門教育部門２０単
位まで認定し、
卒業要件に入れる

専門教育部門２０単
位まで認定し、
進級要件に入れる

履修登録制限数に
含める。
同一科目名称、上
級年次及び卒業研
究、演習、実験・
実習、語学は履修
不可。

２年次より履修
可
上級年次への履
修不可

制限なし

２年次より履
修可
上級年次開講
科目の履修受
入不可

池上彰教授担当「経済学」（外国語学部・前期開講）の授業動画配信について
　本学教授であり、ジャーナリストとして著名な池上彰先生担当の「経済学」（１年次配当科目：前期開講）について、
所属学部等の時間割の関係で受講できない場合でも WebClass 上で授業動画の聴講ができます。
　外国語学部生を含み、学年・学部を問わず聴講ができます。ただし、授業動画の聴講による単位の取得はできません。
また、WebClass で参加するコースを選択しメンバーになる必要があります（登録方法は P.17 参照）。コースのメ
ンバーにならなければ視聴はできませんので、ご注意ください。
　なお、あくまで単位取得を目的とせず、見分を広げるための受講になりますので、学務システム上での履修登録は
不要です。
※単位取得を目的とする場合は（学務システムにおいて）正式な履修登録が必要になります。
※他学部履修制度（２年次以上）により、単位取得を目指す方は他学部履修の手続きを取ってください。
※単位取得済でも聴講は可能です。
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３）他大学履修
対象：名城大学学部生（２～4年次、薬学部は２～6年次）

学部/項目

所属学部での履修条件

卒業・進級に
認める単位数 卒業要件への算入方法 進級要件への算入方法 履修上の

制限
年次
制限

法学部 ２０単位まで 教養教育部門（２０１５年度以前の入学生は総
合基礎部門）２０単位まで卒業要件に入れる。

教養教育部門（２０１５年度以前の入学生は総
合基礎部門）２０単位まで進級要件に入れる。

履
修
登
録
制
限
数
に
含
め
る
。
そ
の
内
数
な
ら
ば
、
他
大
学
履
修
登
録
単
位
数
に
制
限
は
な
い
。

２
年
次
よ
り
履
修
可
。
配
当
年
次
規
制
は
、
履
修
先
大
学
の
履
修
規
制
に
従
う
。

経営学部 詳細は入学年度の「学生
便覧」を参照すること。 選択科目として算入。

経済学部 詳細は入学年度の「学生
便覧」を参照すること。 選択科目として算入。

情報工学部 進級・卒業に必要な単位
には含まれない。

単位認定は行うが、卒業に必要な単位には
含まれない。

単位認定は行うが、進級に必要な単位には
含まれない。

理工学部

学科により算入条件が
異なるので入学年度の

「学生便覧」を参照する
こと。

総合基礎部門・専門教育部門の選択科目と
して認定する。部門の振り分けは、学部で
判断する。
※4年次は卒業判定に影響が出る可能性が
あるため、事前に理工学部窓口に相談に来
ること。

総合基礎部門・専門教育部門の選択科目と
して認定する。部門の振り分けは、学部で
判断する。
※２年次は進級判定に影響が出る可能性が
あるため、事前に理工学部窓口に相談に来
ること。

農学部 １０単位まで 専門教育部門１０単位まで認定し、卒業要件
に入れる。

専門教育部門１０単位まで認定し、進級要件
に入れる。

薬学部 進級・卒業判定基準単位
には含まれません。

単位認定は行いますが、卒業判定基準単位
には含まない。

単位認定は行いますが、進級判定基準単位
には含まない。

都市情報
学部

詳細は入学年度の「学生
便覧」を参照すること。

平成２7年度以降入学生は  教養教育部門の
選択科目として認定し、卒業要件に入れる。 
平成１9年度入学生までは、総合基礎部門の
選択科目として認定し、卒業要件に入れる。

平成２7年度以降入学生は、教養教育部門の
選択科目として認定し、進級要件に入れる。

人間学部 ２０単位まで
教養教育部門6単位、専門教育部門１4単位ま
で各選択科目として認定し、卒業要件に入
れる。

外国語学部 １０単位まで
外国語学部の選択科目、他学部、他大学履
修と併せて１０単位まで卒業要件に算入す
る。

■ 愛知学長懇話会　単位互換制度科目

■ 愛知学長懇話会 単位互換制度科目
「愛知学長懇話会  単位互換制度」とは、他の大学で開講される様々な科目を履修することができ、かつ、履修した科目が名城大学の単位
として認められる制度です。本学で履修登録ができるのは、以下の出願期間のみです。後期追加登録は行いません。

【出願手続】
出願期間： ３月２9日（水）１０時００分～ 4月4日（火）１7時００分  ※ 厳守
出願場所： 学務センター⑧番教務窓口（天白）、各学部事務窓口（ナゴヤドーム前）、薬学部事務室（八事）
方　　法 ：① 愛知学長懇話会単位互換制度のウェブサイト（https://aichi-gakuchou.jimu.nagoya-u.ac.jp/）でシラバスを確認し、

　 履修する科目を決める。
② 出願票をウェブサイトからダウンロードする。
③ 出願票を出願場所に提出する。

【履修許可者の発表】
発表日時： 4月２０日（木）１０時００分
発表方法： 愛知学長懇話会掲示板（タワー7５・２階）、学務システム メッセージ

【その他注意事項】
・単位認定における部門の振り分け等については各学部で異なります。詳細は各学部の窓口で確認してください。
・科目開設大学で履修者ガイダンスが行われる場合があります。シラバス等に指示がある場合は出席してください。
・選考結果が出るまでは、出願票の写しで単位互換科目を仮受講することができます。写しは大切に保管してください。
・休講・補講は、本学の授業科目と同様、掲示板で連絡します。連絡事項については、単位互換先大学および本学両方の掲示板を確認してく

ださい。
・受講に際しては、単位互換先大学での指示に従ってください。
・途中で履修を取りやめる行為は単位互換先大学に多大な迷惑をかけることになります。誠意をもって履修しましょう。

教室への入室

情報処理教室等には、セキュリティを確保するため「ICカー
ドリーダー」で施錠されています。学生証にはICチップが内
蔵されており、入退室時には学生証を利用して解錠します。
学生証は必ず持参し、教室前のICカードリーダーに学生証を
かざして入室してください。

PCについて

情報処理教室等のPCには、各種ソフトウエアを動かすための基本ソフトであるOS（Operating System）がインストール
されており、すべての教室で『Windows10』が採用されています。キャンパスや教室によってOSや機種、机の形状が異な
りますが、基本操作は同じです。PCの電源を入れて、ユーザーIDとパスワードを入力してログインし、PCを利用します。

●ユーザー名⇒学籍番号（9桁）
●パスワード⇒ 「学籍番号等通知書」に記載があるもの。

※パスワードを忘れた場合は、学生証を持参のうえ、情報センターヘルプデスク窓口（タワー

75　6F）または学務センター（タワー75　3Ｆ）、各キャンパス事務室へお越しください。な
お、電話等でのパスワード変更は基本的に受け付けませんので、ご了承ください。

※情報処理教室等PCはシステム復元ソフトが入っており、再起動するとすべてのデータが削除されます。
※情報処理教室等PCは、無操作20分でスクリーンセーバーと警告、さらに20分の計40分で強制シャットダウンとなりますので

ご注意ください。席を離れる場合は、長時間放置せずシャットダウンするよう心掛けてください。

PCの終了方法と退室方法

① すべてのアプリケーションを終了します。
② 左下にある［Windows］ボタン-［電源］ボタン-［シャットダウン］をク

リックします。
③ 暫くすると自動的に電源が切れます。電源ランプが切れたのを確認してか

ら退席してください。
④ 教室で最後になった場合は、“最後に教室から出る人は�”の掲示を確認し

てから、退室してください。

情報処理教室等の詳細について

情報処理教室等のより詳しい使い方については、情報センターHPと今年度に新しく変わる統合ポータルサイトをご覧くださ
い。情報センターHPでは、情報処理教室の施設案内やPCのスペック、ソフトウエアの一覧などを掲載しています。新統合
ポータルサイトでは、様々なサイトへのアクセスや学内向けのサービス情報やマニュアルの掲載がありますので、併せてご
確認ください。

●情報センターHP
　https://www.meijo-u.ac.jp/itc/

●新統合ポータルサイト
　https://portal.meijo-u.ac.jp/api/saml/login

情報処理教室等PCの基本操作

・ユーザー名：
　学籍番号9桁
・パスワード：
「学籍番号等通
知書」に記載が
あるもの。

※この画面はあくまで構築中の
ものになるため、変更になる可
能性があります。
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■履修登録チェックリスト　
□ オリエンテーション（1年）・ガイダンス（2年以上）の資料を確認しましたか。
□ 学生便覧の学部事項を確認しましたか。
□ 学生便覧の卒業・進級要件を見て、どの部門等で何単位必要か確認しましたか。

あなたの卒業に必要な単位数は　　　　　単位。

あなたの学部・学科は進級要件が　ある・ない　。

あなたが　　　　　年次に進級するのに必要な単位数は　　　　　単位。

□ 履修登録ガイドの科目一覧を確認しましたか。
□ シラバスで科目の内容を確認しましたか。
□ 授業時間割表で登録したい講義の曜日・時限を確認しましたか。

■必要な科目・単位を確認　

部　門　等 必要単位数 Ⓐ修得済単位数 Ⓑ今年度登録単位数 合計（Ⓐ+Ⓑ）

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

単位 単位 単位 単位

合　　　計 単位 単位 単位 単位
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個人別時間割表（本人控え）

【例】
月

1
時
限

1 1 4 4 0 1 ←時間割番号
←科目名

N-101 ←教室

■単位制度とは
　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは一つの授業科
目の学修に要する時間を表す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の科目を履修し、そ
れらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、これを一定数積み上げることによって卒業でき
る制度をいいます。
　大学の授業科目は、講義・演習、実験・実習・実技科目に大別することができますが、各授業科目の
1単位あたりの学修時間は、教室等で行う授業時間と教室外で行う準備学習・復習、事前・事後の自学
自習時間を合わせて45時間が必要になります。
　各授業科目の種類別の1単位当たりの授業時間は次のとおりです。
 

講 義 ・ 演 習 科 目 15 時間から 30 時間までの範囲で本学が定める時間数

実験・実習・実技科目 30 時間から 45 時間までの範囲で本学が定める時間数

  
　単位制度の趣旨を理解し、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して、日
ごろの授業に臨んでください。

【集中】

集
中
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【前期】
月 火 水 木 金 土

1
時
限

2
時
限

3
時
限

4
時
限

5
時
限

6
時
限

7
時
限

【後期】
月 火 水 木 金 土

1
時
限

2
時
限

3
時
限

4
時
限

5
時
限

6
時
限

7
時
限
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課題や講義連絡、休講・補講情報、教室変更などを「大学付与メールアドレス」に送信します。
スマートフォンでも確認出来るように設定してください。また、大規模災害時の危機発生時の安否確認を
行なうシステムには、「大学付与メールアドレス」がすでに登録されています。（P.11参照）

1．付与されるメールアドレス
入学時に個人別のメールアドレス（学籍番号@ccmailg.meijo-u.ac.jp）が付与されます。

※大学付与メールアドレスには「学籍番号@ccalumni.meijo-u.ac.jp」という卒業後に使用できるアドレスも存在します。
「@ccmailg」は在学中のみ使用できるアドレスのため、卒業時には必ず「学籍番号@ccalumni.meijo-u.ac.jp」を登録して、
大学からの連絡を受信できるようにしましょう。

2．メールの確認方法
方法 ① ： 統合ポータルサイト内の「GoogleMail」から確認。

方法 ② ： スマートフォンにPlayストアやApp Storeなどから「Gmailアプリ」をインストールして確認。

　　＜Gmailアプリ使用方法＞
・スマートフォンにGmailアプリをインストール。

・Gmailアプリを開き、初期設定もしくはアカウント追加で、大学付与メールアドレスを設定。
アカウント設定もしくは追加画面からGoogleを選択し、メールアドレスに大学付与メールアドレスを入力。

※メールアドレス入力の際は、＠以降も入力が必要です。

3．「大学付与メールアドレス」以外のアドレスに転送したい場合
　学務システムの「メッセージ転送設定」に希望するアドレスを「アドレス2」に登録してください。

※ 迷惑メールフィルターにより、受信が拒否されることがあります。各自で迷惑メールフォルダも確認
してください。

【重要】大学付与メールアドレスについて

学籍番号@ccmailg.meijo-u.ac.jp

大学付与メールアドレスの利用に関する留意事項

大学付与メールアドレスについては、情報センターの利用内規およびガイドライン・セキュリティ
ポリシー、Google社の利用規約に準じて、利用することとなっています。
メールやWWWコンテンツにウイルスが内在する可能性を常に念頭に置き、安全性に確証をもて
ないコンテンツにアクセスしないようにしてください。詳細は、下記URLから確認できます。

 URL：https://www.meijo-u.ac.jp/itc/info/rules/
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